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資料室

久々の便りとなりました.皆様にはお変りありませ

んか.今回はヨｰロッパ古代鉱業概史じみたお話をし

てみようと思います.

謡の種になる文献は少なく資料室に所蔵されている

のも雑誌TpyλbHHcTHTyTaHcT0pHHecK0roecTecT-

B03HaHH兄HTexH脳H(AH1CCCP)と百科事典および

2･3の論文集にすぎませんがそれは少ないなりに貴

重でしょう.わが国の古代鉱業吏については鉱山懇

話会が編纂した大冊3巻の｢日本鉱業発達史｣や小葉閏

津氏の｢日本鉱山史の研究｣などに若干記載されていま

す.

さて本論に入りましょう.

新宿器時代の石器製造用資源の採掘

鉱業と人間との最初の関り合いは初期氏族社会の時代

のことでその頃人類の日常生活の中にさまざまな大

型石器が持ちこまれ農耕の分野では｢突棒｣が｢鋤｣

に変わりました.当時そのよう匁石器の製造にはフ

リントや軟玉が用いられそれを採掘するために人類は

坑道を掘進し始めたのです.その遺跡は今もヨｰロッ

パ各地に残っています(第1図).

地表に露出したフリントは乾裂し風化し細かく砕

け易く加工し難いものです.そこで人類は地下採掘

を始めました.ただし坑内温度が低くしたがって

採掘しやすい上大塊で出鉱できる条件を備えているこ

とは不可欠の条件でした.

例えばフランスのシャンピニコｰルではフリント

を深さ3mを越える漏斗状の立穴で掘り出していたし｡

同じくフランスのミュｰノレ=ド=バレｰやイギリスのグ

レインなどでは直径0.6-1m深さ最大12mの立坑を垂

直に掘り下げ坑底でフリントを採掘していますが坑

底から水平採掘坑道を掘進している場合も多いようです.

フランスのトルビル河右岸の遺跡ではξのような坑道
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第1図

新石器時代のヨｰロッバ西部における

フリント採掘坑の分布�
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の探掘面積カミ25hαにも達して`いまナ.

当時フリントは石斧や｢石つるはし｣で掘り起こさ

れ皮の袋か籠に入れ樹皮製の経ないし柳の枝を編ん

だロｰプにれ･ぼだいじゅ･亜麻の繊維で編んだ網

動物の筋や腸で作ったザイルで地上に引き上げられてい

ましたがその上げ下げはすべて人力に頼っていたと解

されています.

ミュｰル=ド=バレｰのアベロン河に近いカルテリャ

クとブｰルで発見された旧坑中には石炭が薄く堆積し

ていました｡おそらくこの石炭を使ってフリントの

採掘に火攻法(フリント層を熱してから水をかけて急冷

してきた割れ目を利用して掘り起す方法)が用いられ

たものと思われます.しかし燈火説や枕木炭化説を

立てている人もあります.

新石器時代の坑内照明法についてはまだ明らかにさ

れていません.直接の証拠がみつかっていないのです.

でも動物の油を入れたランプや普通の松明が用いられ

たということは考えられます.

さらに保坑には残柱を残す方法が用いられ実際にフ

ランスのバレｰンプチ=モレｰヌなどの旧坑内によく

保存されています.

イギリスではノｰフォｰクのブランドｰプ近郊に新石

器時代のフリント採掘立坑が約250存在し地表部はそ

れぞれ直径7-20mの椀状を示しておりこのお椀群を

人々は伝説の巨人グリムの墓と呼んでいます.また

チスバリで新石器時代の総面積25haに及ぶ部落が発掘

されましたがごごでもフリント1目坑が発見されその

坑口は充填してから家屋の基礎にされていました.水

平坑も群で充填されていることが多いのですがこれは

落盤･地表崩落防止のためであったと思われます.発

掘時に坑内で発見された多数のこわれた石器やフリント

の破片は採掘されたフリントがその坑内で菟割りされ

ざっと成型されていた証拠と言えましょう.

シシリｰ島(イタリア)のシラクサ近くで発見された

新石器時代のフリント旧坑もチスバリの場合によく似

ています.

ポｰランドではオストロビエツ=シフィエントクシ

スキｰの北東8kmのクルシェメンキに縞目石を採掘

した古代の坑道の遺跡がありこの縞目石から作った石

斧液との石器は西方エルベ河に至る諸地域での発掘で

出土しています.

大型石器製造用フリントの採掘非悪化フリント入手

への努力旧坑中での玄武岩製研磨石斧･白亜製大酒盃

･骨製酒盃などの発見を解析してさらに前の旧石器時

代後期にすでに採掘が始まっていたとする人もありそ

れを絶対年代測定結果から支持する学者が少なくありま

せん(ヨｰロッパでは紀元前5,000-2,500年).

新たに発生した家族共同体は生摩発展のレベルがより

高くより秀れた労働器具･武器･狩猟用具を必要とし

てきました･そこで人間は正確な形の加工物が作り

得るさらに固い材料を探し始めました.このような材

料となったのが自然金属唄鉄そして金属鉱石でし

た.地表に金属鉱石が露出している所に拡がった自然
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第2図紀元前4,000-400年の近東諸国における鉱山

の分布
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火災がその所での焚き火の結果が当該鉱石から金属を

製錬する技術を人間に教えたものと思われます.

しかしこれは決して偶然の出来事ではありませんで

したし金属の利用は生産力の発展を促がしました.

石器から銅器と青銅器への移行はまず近東に始まり相

ついでそれが酉ヨｰロッパに拡がることになります.

ロｰマ帝国形成前のヨｰロッパにおける金属

鉱床の発見と開発

金属鉱石の採掘は人間社会と鉱業の発展に新しい段階

をもたらしました.それは当時原始的に行なわれた鉱

床の探査に結びっいてのことでありまた以前よりも複

雑な採鉱法や新工具などが要求されたことは言うまでも

ありません.それを最初に実践してみせたのが紀元前

4,000年頃から前3,000年頃にかけての現在のエジプトと

メソポタミア地方の人々でした.

現在のヨｰロッパでロｰマ時代以前の鉱山遺蹟をとど

めている国々は第5図で明らか狂ようにフランスな

ど10数ヶ国にのぼります.

ヨｰロッパの人々はどのようにして金属鉱山を興し

またいつ頃石器から銅器･青銅器に移行したのでしょう

か.銅の利用したがってヨｰロッパでの銅鉱の発見

と開発は紀元前2,500年頃から前1,800年頃のことでそ

の方法はオリ主ソトからの民族移動によって伝わったと

されています.上記年数に幅があるのは学者によって

その値が異なるためで古代オリエント渡来説は固いよ

うですがそれでもウラル経由説東ヨｰロッパ起源説

イベリア半島起源説スラブ語族独自開発説などの異説

･変説も提唱されています.｢Meta1｣に相当する語幹
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第4図古代

中国の鉱山

をみますとサンスクリット語のayaSがラテン語で

aeSゴｰト語でaiS古ドイツ語でiSaru古アイルラ

ンド語でjaruアングロサクソン語でurと1つの流

れになっていますがスラブ族の場合は青銅期そのもの

が存在せず独自の銅鉱業史を歩んだとする説は傾聴に

値するでしょう.

またイベリア人やバスク人の祖先イベリア半島･

ピレネｰ山脈に住んでいた古代の人々が前3,000-4,000

年頃すでに銅鉱を採掘･製錬していたと思われる証拠の

遺蹟は南グラナダのアルメリア地区などに多数発見さ

れています.しかしその冶金技術の影響を示す確証は

ヨｰロッパ古代鉱業遺蹟の中からはまだ発見されていま

せん.
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第5図画歴前5世紀以前のヨｰロッパ西部における金属鉱石採掘場所

銅鉱のほか金はもちろん

のこと鉛鉱･銀鉱･錫鉱も

第5図に示すように採掘･

製錬が行校われていましたが

その遺蹟が発見されているの

はイタリアとチェコスロバ

キア領エルツ山脈だけです.

それは坑内掘であったために

現在も遺蹟として残っている

のであって他では砂錫を利

用していたと考えられていま

す.なおイギリスのコン

ウオｰル地方の銅鉱床群は

錫鉱物を多量に含んでおり

ためにこの地が青鋼製造の発

祥地とされています.�
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策6図

青銅器時代のアルプス地方にみ

られる3本の立坑による坑内採

掘システム

次に飲下すがこれは紀元前1,000年頃アルプス山脈

地方ですでに採掘･製錬されていたらしく製錬の鐘が

今も残っています.しかし採掘した跡は発見されてい

ません.これはおそらく当時の採鉱が露頭を主対象と

した露天掘であったために長い年月の間に埋没してし

まったのでしょう.でもスペインのヴィラヌェバデ

ルニレイ付近には古代の鉄鉱山が残っています.

先ロｰマ時代のヨｰロッバ西部における採鉱技術につ

いてはかなりよく判っています.それは主に露天掘だ

ったわけでフランスの例では直径30-70m深さ8-

12mアイノレランドの例では長さ18m幅1-1.5皿深

さ18mの溝状アルプス地方の例では最大のものが長さ

50m幅5㎜深さ1.5mのこれも溝状で互いに平行(間

隔200-300m)配列しています.このような露天掘の

底から水平坑カミ掘られている場合も少なくありません.

スペインの例では立坑を下して岩脈させそれから水平

坑で鑓押ししている遺蹟がありイタリアには立坑が地

下135㎜に達している例もあります.アルプス山脈地

方にも当時の深い立坑カミ残っていてミッテノレベルク

(オｰストリア)近くのものは深さ約100m直径0.8-

2mです.

採鉱には火攻法カミ広く用いられその際に使った冷却

用水の容器として特殊な形をした木桶が今も出土するこ

とがあります.

アルプス地方の当時の採鉱技術はヨｰロッパの他の地

方の場合よりも進んでいてとくに通気システムに意が

用いられ通気用立坑の遺蹟カミかなり残っています.

その代表例がザルツブノレク付近の銅鉱山跡で第6図に

示すように3本の立坑と1本の水平坑(鑓押)との組

合せによって入気と排気を促がしていました.火攻法

で採鉱する場合通気は大問題なわけです.そして当

時す†に立坑から分岐した水平坑を掘っているわけです

カミ立坑そのものは必ずしも垂直でなく,斜坑である場

合が少なくありません.水平坑の坑高は鉱体の厚さに

従っており､ときには非常に高くその場合には丸太で

足場を作りその上で火攻法を行なっていました.保

坑のために残柱を残し採掘跡は餅で充壊し採掘粗鉱

はその場で小割ザ手選しました.

支柱として木や石カミ便われ落盤防止だけでなく地

下永から立坑を守る役割をも受けもちました.坑壁に

土と泥を混ぜた非透水物を厚く塗りこめて保坑に努力

していたようです.

この先ロｰマ時代(青銅期)のヨｰロッバの坑夫たち

が採掘用具としていたのは石製のハンマｰ･のみ･シ

ャベノレ槍状の銅製品青銅製の大ハンマｰとつるはし

そして鹿の角です.照明には松明が用いられていまし

た.また当時の旧坑内から鉱石粉砕用の石器木裏

の鋤熊手も発見されています.手選精鉱の出坑には

紀元前1,400-1,300年頃すでに原始的な捲上機を使い

その動力については人力説と水車説があります.

以上ミッテルベルク地区の立坑に代表される青銅期

の鉱山の採鉱技術は新石器時代よりもはるかに進歩し

チロルその他ヨｰロッパ各地の当時の鉱山にみられる水

準よりも高いものでした.

このことは鉱脈の探査にも現われています.当時の

探鉱は遺蹟でみる限り主として鑓押と立入の坑道掘進

で行なわれ鉱脈の走向･傾斜の変化に対して一定の予

測カミなされていたようです.

青銅器時代のアルプス地方の坑夫たちがもっていた技

術水準についてはオｰストリアのキヅツブユｰフェル

近郊のケルハルプ旧坑で発見された絵文字記録からある

程度知ることができます.この絵文字は当時の坑夫た

ちが坑道探鉱･採鉱･運搬の過程を理解するために記し

たもので木札のような板の上に何かで引掻いて書いて

ありました.

これはヨｰロッパ最古の古文書で余談になりますが

工一リッピクルツェル=ルントシャイナｰはこれを

ケルハルプ古代鉱山の坑夫であったゲルマン人かイリ

リヤ人が青銅器時代にすでにルｰン文字に相当する一

連の記号を知っていた証拠としています.周知のよう

に古ゲルマンのルｰン文字はラテン語のアルファベッ

トに発するものなのですがしかしクルツェル=ノレント

シャイナｰの推定はある程度当っていると思われます.

さて青銅器時代に開発された金属鉱床はヨｰロッ

パ西部では当時の旧坑が残っているほとんどすべての

地方で有史時代に入ってもひき続き採掘が行なわれまし

た.

すなわち有史時代に入ってもっとも早く鉱物資源の

開発が行なわれたのはイベリア半島と大ブリテン島で

それは紀元前1,000年以前にすでに航海術を編み出して

いたフェニキア人たちによるものでした.さらに紀元

前数100年の頃にはイベリア半島の鉱山がカノレタゴ人

によって広く稼行されていました.�
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第7図ロｰマ時代の主要鉱山

の分布

古代ギリシアでは前時代から承けてクレタ島の銅鉱

カミ採掘されキプロス島コリント郊外とオリンポス山

群で銅鉱の採掘が始まり現在のブルガ.リアにあった青

銅器時代の旧坑もギリシア人の手でひき続き採掘され

たものと思われます.

フィリッポスとその子アレクサンドロス大王がマケド

ニアなどその領地における金属鉱床の開発に力を注いだ

ことはよく知られていますがカフカスや小アジアの諸

地方には当時のギリシア人移住者による鉱山の遺蹟が

残っています.そのほかにもギリシア人たちはサカ'

フカスや現在のイランなどから銅･鉄その他の鉱石や

製錬物を運び入れ広く利用していました.銀･鉛鉱

はギリシアのラウリオン山で大量に採掘されさらに同

地でギリシア人たちは亜鉛鉱も掘り始めまた鉄鉱が主

にボイオチアで採掘されていました.

ラウリオンの鉱山群については紀元前5世紀の｢エ

ジラ記｣が触れています.それによるとこの鉱山群

は当初露天掘で開発され紀元前6世紀になって取れい

を使った坑内堀(立坑と水平坑)に移りました.

この鉱山群はアテネ市民に賃借しされ立坑の数は次

第に多く校り遂に総数が2,000を越えるようになりま

した.各立坑は最大120m一も掘り下げられその断面

は長方形か正方形(1.3×1.9m狂いし1.9×1.9m)であ

りました.この立坑には2つの型式があって1は壷

面の平滑な重直坑1は傾斜25-30｡の斜坑ですが前

者は壁面に横木をはめこんで固めた階段で昇降し後者

は踏前を階段状に切りとって同じく昇降の便に供しまし

た.

一般に立坑は鉱石の損失を防ぐという意味で側岩中に

下ろされ鉱体を直接切ってはいません,そして通気

以上のように

リシア人は

たが火攻法も捲上機も用いませんでした.

少年や少女が切羽から鉱石･群石を立坑まで引きずり出

しそこで手選して運搬夫が皮製背負袋に入れ地表に

運び出していたのが普通です.捲上げた場合もないわ

けではありませんがそれは例外的でした.

坑内での照明には脂肪を使った灯明が用いられ10時

間で燃えつきるようになっていて時計の役も果してい

ました.坑内水ぽ海に通ずる水平杭で排水されました.

ラウリオンでのギリシア人の鉱山開発の中ですでに鉱

山測量術の萌芽がみられます.まず鉱山地域の地表が

多くの鉱区に区分され測点は岩石に刻みこまれていま

すが坑内測量に必要な機器はまだ一なかったようです.

金鉱の採掘と処理に当ってギリシア人は手掘り･大

割り･粉砕･節分け･洗鉱を行ない品位の上昇を企て

ていました.古代ギリシアとくにラウリオン山群に

おける鉱業は盛況を呈しよく組織され単純協業方式

で稼行されていました.しかし採鉱･運搬技術は青銅

器時代よりもむしろ低下していたようです.もちろん

その理由は取れい労働に依存した社会的堕落にあったこ

とは言うまでもありません.当時坑夫たちは鉄の大

ハンマｰ･たがね･つるはし｡スコップを用い大ハン

マｰは一方が尖り一方が平ら汝形をしたもので重さ

は2.5kg前後だがねは先が鋭く尖っていて太さは2

-3cm･長さは23-30c卿っるはしは山石を払うため

に用いられていました.

さて次はロｰマ時代(第7図)ということに柱るの

でしょうが話せば長いことに桂りそうです.久々の

便りもこの辺でジエンドといたしましょう.

(文責岸本)

には斜坑もしくは垂直な立坑が用いられ

その中に通気炉を設備していました.こ

の通気炉は新施設ではありますが通気の

原理は青銅器時代にアルプス地力の鉱山で

すでに実用化されていました.

深さ25-50mのところで立坑から多数の

狭く曲りくねった立入坑と鑓押坑が掘進さ

れ坑道の幅は立入の場合O.6-O.8m高

さ0.6-1mで横になって掘ったものと思

われます.しかし鉱体切羽跡の部分は

さすが天井の高い広場になっています.

そして切羽には鉱体の残柱カミ残っており

岩石や坑木による保坑もされ水平坑の延

長は100-150mに達するものが少なくあ

りませんでした.

アルプス柱どの旧坑の場合と違ってギ

立坑から立入や鑓押の水平坑を掘進しまし
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